
第２期下田市まち・ひと・しごと創生総合戦略　≪概要版≫ 

総合戦略のコンセプト 

下田の魅力を活かした世界に誇る『ふるさとづくり』～伊豆半島地域を牽引するグローバルな交流と地域資源の活用～ 

 

基本目標と全体構成 

第２期の下田市総合戦略では、「継続を力にする」という観点から、第１期の下田市総合戦略を基盤に新たな視点等を踏まえ、基本目標と施策を定めて取り組みます。 

また、国において示された新たな視点である「新しい時代の流れを力にする」や「多様な人材の活躍を推進する」などは、すべての基本目標に関連するものであることから、横断的な目標として位置づけます。 

 

 基本目標 数値目標の項目 施策 KPI 主な取組

 

基本目標１ 

下田のプレゼンス向上

のための観光づくり

○観光交流客数 

【2,738 千人→2,900 千人】 

○宿泊客数 

【1,004 千人→1,080 千人】

①戦略的な観光プロモーション

の推進

市ＨＰ観光情報閲覧数【841 千件→1,051 千件】 

ロケーション撮影支援回数【93 件→125 件】

・観光誘客ＰＲの推進　・ロケーション活動支援の充実 

・観光ＤＭＯ組織構築の推進

 ②地域資源を活かした魅力を

向上させるまちづくりの推進

しーもん訪問者数【55,732 人→60,000 人】 

おもてなしプログラム参加人数【33 人→75 人】

・世界一の海づくり事業の推進 ・伊豆半島ジオパーク事業の推進 

・歴史まちづくりの推進 ・観光施設整備の推進　他

 
③インバウンド誘客の推進 外国人宿泊客数【7,921 人→10,400 人】

・外国人観光客受入体制の強化 

・外国人観光客誘客の促進

 ④新たな人の流れを生み出す

環境の整備

道の駅の利用者数【448,044 人→470,000 人】 

バス利用者（観光路線）【257,389 人→272,000 人】

・みなとまちゾーンの活性化 ・大学連携等による中心市街地活性化 

・二次交通の環境改善 ・スポーツ合宿等の誘致　他

 

基本目標２ 

下田の魅力を活かした

交流産業づくり

○市内総生産額 

【75,961 百万円→76,000 百

万円】 

○事業所数　 

【778 事業所→780 事業所】

①農林水産業の振興

農地中間管理機構マッチング面積【0.2ha→累計 5.9ha】 

農地再生面積【1.3ha→累計 5.7ha】 

森林整備面積【28.98ha→累計 144ha】

・新規就農者支援の充実　・地域農業の振興 

・有害鳥獣対策の推進　・森林環境整備の推進　・水産業の振興

 
②商工業の振興

新規事業者数【11 件→累計 57 件】 

事業承継数【１件→累計 59 件】 

空き店舗解消数【５件→累計 29 件】

・地域企業の経営基盤の安定・強化の支援の充実 ・創業支援の充実 

・人材マッチングの促進 ・地域ブランディングの推進

 ③関係人口創出・拡大事業の

推進

ワーケーション関係施設利用者数【０人→1,800 人】 

ふるさと応援寄附件数【9,000 件→21,000 件】

・ワーケーションの推進 

・ふるさと納税返礼品開発の推進

 

基本目標３ 

下田の未来につなげる

人づくり

○社会増減数 

【-160 人→-115 人】 

○出生数 

【105 人→102 人】

①移住促進につなげる支援の

展開

移住相談窓口等を利用した移住者数【９人→46 人】 

空き家バンク利用者マッチング数【10 件→22 件】

・移住に関する情報発信の強化　・移住支援の充実 

・空き家利活用の促進

 
②切れ目のない子育て支援サ

ービスの充実

産前・産後サポート利用率【26％→36％】 

放課後児童クラブ開設率【29％→100％】 

待機児童数【０人→０人】 

子育て支援イベント参加者数【1,100 人→1,100 人（毎年度）】

・妊娠、出産への支援 

・子育て支援サービスの充実 

・地域で支える子育て支援の推進 

・男性の育児参加の啓発

 
③魅力ある教育環境の整備

体験学習実施内容件数【77 件→84 件】 

まち遺産出前講座実施数【６回→６回（毎年度）】

・郷土学習の充実　・外国語教育の充実 

・情報教育の充実　・学校給食地産地消の推進

 

基本目標４ 

下田に暮らし続けられる

地域づくり

○地域力ストック指標 

【1.52→1.55】

①持続可能なまちづくりの推進

認知症サポーター養成数【1,841 人→2,700 人】 

居場所・サロンの数【９か所→23 か所】 

協議体委員数【20 名→56 名】

・地域活動の支援　・担い手の育成 

・相談・支え合い活動の支援 

・移動手段の維持・確保

 

②健康づくり・介護予防の推進

特定健診受診率【31.1％→41%】 

お達者度（男性）【16.96→18.49】 

お達者度（女性）【20.24→21.39】 

健康マイレージに取り組んだ人数【100 人→580 人】

・特定健診及び特定保健指導の受診勧奨強化 

・健康づくり、介護予防の強化

 
③安全・安心の基盤強化

防災訓練の実施回数【７回→７回（毎年度）】 

避難所のトイレ整備数【２か所→６か所】 

民間住宅耐震化率【63.1％→100.0％】

・地域防災力向上の推進　・防災資機材等整備の充実  

・避難所環境整備の充実 ・民間住宅耐震化率向上に向けた取組の強

化　・地域医療体制の強化

 
④行政運営の効率化と連携の

推進

民間との連携協定締結数【２件→５件】 

ＩＣＴの利活用による業務効率化数【０件→３件】

・革新的技術の利活用による効率的な行政運営の推進 

・広域連携事業の推進　・民間との協働による市民サービスの向上 

・市有資産の最適化の推進
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